
人
事
異
動

官
庁
報
告

公

告

令和年月日 火曜日 第号官 報
一

施
行
者
の
名
称

国
土
交
通
大
臣

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

北
上
都
市
計
画

道
路
事
業
３
・
３
・
４
号
笹
長
根
成
田
線
及
び
花
巻
都

市
計
画
道
路
事
業
３
・
４
・
３
号
花
巻
石
鳥
谷
線

三

事
業
施
行
期
間

自
令
和
三
年
一
月
十
四
日
至
令
和

十
四
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

令
和
３
年
国
土
交
通
省
告
示
第
十
五
号

の
事
業
地
の
う
ち
岩
手
県
北
上
市
飯
豊
２
３
地
割
及

び
飯
豊
２
４
地
割
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す

る
。

使
用
の
部
分

令
和
３
年
国
土
交
通
省
告
示
第
十
五
号

の
事
業
地
の
う
ち
岩
手
県
北
上
市
飯
豊
２
３
地
割
及

び
飯
豊
２
４
地
割
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す

る
。

五

収
用
又
は
使
用
の
手
続
が
保
留
さ
れ
る
事
業
地

収
用
の
部
分

岩
手
県
北
上
市
村
崎
野
１
９
地
割
、
村

崎
野
２
０
地
割
、
飯
豊
２
３
地
割
、
飯
豊
２
４
地
割

成
田
１
９
地
割
、
成
田
２
０
地
割
、
成
田
２
１
地
割

及
び
成
田
２
２
地
割
地
内

花
巻
市
成
田
第
１
９
地

割
及
び
山
の
神
地
内

使
用
の
部
分

な
し

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計

画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
二
月
三
日

関
東
地
方
整
備
局
長

橋
本

雅
道

一

施
行
者
の
名
称

茨
城
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

令
和
五
年
関
東

地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
四
十
一
号
水
戸
・
勝
田
都
市

計
画
工
業
団
地
造
成
事
業
常
陸
那
珂
工
業
団
地
第
一
期

拡
張
地
区
造
成
事
業

三

事
業
施
行
期
間

自
令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日
至

令
和
九
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

な
し

内

閣

（
警
察
庁
警
備
局
付
）
警
視
正

藤
森

敬
子

内
閣
事
務
官
（
内
閣
官
房
内
閣
情
報
調
査
室
内
閣
衛
星
情

報
セ
ン
タ
ー
管
理
部
運
用
情
報
管
理
課
長
）
に
転
任
さ
せ

る内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
（
内
閣
情
報
調
査
室
）
に
併
任
す

る

（
警
察
庁
警
備
局
付
）
警
視
正

津
村

優
介

内
閣
事
務
官
（
内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
（
内
閣
情
報
調
査

室
））に
併
任
す
る

（
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
経
済

取
引
局
長
）
内
閣
府
事
務
官

大
胡

勝

（
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
官
房

審
議
官
（
取
引
適
正
化
担
当
））同

向
井

康
二

（
厚
生
労
働
省
雇
用
環
境
・
均
等
局

長
）
厚
生
労
働
事
務
官

田
中
佐
智
子

（
中
小
企
業
庁
次
長
）
経
済
産
業
事

務
官

山
本

和
徳

（
中
小
企
業
庁
事
業
環
境
部
長
）
同

坂
本

里
和

内
閣
事
務
官
（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
（
内
閣
官
房
副
長

官
補
付
））の
併
任
を
解
除
す
る
（
各
通
）（
以
上
一
月
三
十

日
）

内

閣

府

藤
村

明
子

（
大
西

明
子
）

木
田

俊
昭

藤
井

英
治

新
保

史
生

個
人
情
報
保
護
委
員
会
委
員
に
任
命
す
る
（
各
通
）（
二
月

一
日
）

最
高
裁
判
所

大
阪
地
方
裁
判
所
判
事
兼
大
阪
家

庭
裁
判
所
判
事
・
大
阪
簡
易
裁
判

所
判
事

島
崎

乃
奈

金
沢
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

兼
ね
て
金
沢
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

金
沢
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
一
月
二
十
二
日
）

〇
定
年
退
官

判
事
兼
簡
易
裁
判
所
判
事
渡

和
義
は
一
月
二
十
二
日

限
り
本
官
た
る
判
事
が
定
年
退
官
と
な
り
同
時
に
兼
官
た

る
簡
易
裁
判
所
判
事
も
退
官
と
な
る

判
事
兼
簡
易
裁
判
所
判
事
島
村
雅
之
は
一
月
二
十
四
日

限
り
本
官
た
る
判
事
が
定
年
退
官
と
な
り
同
時
に
兼
官
た

る
簡
易
裁
判
所
判
事
も
退
官
と
な
る

官
庁
事
項

国
土
交
通
省
防
災
業
務
計
画
の
修
正
要
旨
の
公
表
に
つ
い

て
国
土
交
通
省
防
災
業
務
計
画
を
修
正
し
た
の
で
、
災
害

対
策
基
本
法
第
36条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
要

旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
８
年
２
月
３
日
国
土
交
通
大
臣
金
子
恭
之

国
土
交
通
省
防
災
業
務
計
画
の
修
正
要
旨

一
修
正
の
目
的

令
和
７
年
７
月
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進

基
本
計
画
の
変
更
を
受
け
、
所
要
の
修
正
を
行
っ
た
。

二
修
正
年
月
日

令
和
８
年
１
月
16日

三
修
正
の
要
旨

南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
計
画
に
関
す
る
所

要
の
修
正
を
行
っ
た
。

労

働

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
の
改
正
に
係
る
地
方
交
通
審
議
会

の
意
見
に
関
す
る
公
示

沖
縄
総
合
事
務
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号

沖
縄
地
方
交
通
審
議
会
か
ら
沖
縄
内
航
鋼
船
運
航
業
及

び
木
船
運
航
業
最
低
賃
金
（
平
成
９
年
沖
縄
総
合
事
務
局

最
低
賃
金
公
示
第
３
号
）、
沖
縄
海
上
旅
客
運
送
業
最
低

賃
金
（
平
成
９
年
沖
縄
総
合
事
務
局
最
低
賃
金
公
示
第
４

号
）
の
改
正
に
つ
い
て
答
申
が
あ
っ
た
の
で
、
最
低
賃
金

法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
35条

第
４
項
の
規
定

に
よ
り
準
用
す
る
同
法
第
11条
第
１
項
及
び
船
員
の
最
低

賃
金
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
34年
運
輸
省
令
第
35号
）
第

７
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
公
示
す
る
。

答
申
に
よ
る
意
見
に
係
る
船
員
又
は
こ
れ
を
使
用
す
る

船
舶
所
有
者
（
船
員
法
（
昭
和
22年

法
律
第
100号

）
第

５
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
舶
所
有
者
に
関
す
る
規
定
の

適
用
を
受
け
る
者
を
含
む
。）で
あ
っ
て
、
こ
の
意
見
に
異

議
の
あ
る
者
は
、
異
議
の
内
容
及
び
理
由
を
記
載
し
た
書

面
（
様
式
任
意
）
に
異
議
申
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び

連
絡
先
を
付
記
し
て
本
日
か
ら
15日
以
内
に
沖
縄
総
合
事

務
局
運
輸
部
船
舶
船
員
課
「
郵
便
番
号
900

8530沖
縄

県
那
覇
市
お
も
ろ
ま
ち
二
丁
目
１
番
１
号
」
あ
て
提
出
さ

れ
た
い
。

令
和
８
年
２
月
３
日

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
長
小
八
木
大
成

沖
縄
地
方
交
通
審
議
会
の
意
見
（
要
旨
）

１
．
沖
縄
内
航
鋼
船
運
航
業
及
び
木
船
運
航
業
最
低
賃
金

に
つ
い
て
は
、
適
用
す
る
船
員
に
係
る
最
低
賃
金
額
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
職
員
「
267950円

」
を「
278750

円
」に
、
た
だ
し
書
の
課
程
修
了
後
の
勤
務
期
間
が
一

定
の
期
間
に
満
た
な
い
職
員「
251500円

」を「
262300

円
」
に
、
部
員
「
209350円

」
を
「
220150円

」
に
、

た
だ
し
書
の
海
上
経
歴
３
年
未
満
の
部
員
「
200050

円
」
を
「
210850円

」
に
改
正
す
る
こ
と
が
適
当
で

あ
る
。

２
．
沖
縄
海
上
旅
客
運
送
業
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
適

用
す
る
船
員
に
係
る
最
低
賃
金
額
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
、
職
員
「
264750円

」
を
「
273750円

」
に
、
部

員
「
201900円

」
を
「
210900円

」
に
改
正
す
る
こ

と
が
適
当
で
あ
る
。

諸

事

項工
場
財
団

秋
田
県
能
代
市
河
戸
川
字
北
西
山
48番
地
１
白
神
ウ
イ

ン
ド
合
同
会
社
の
工
場
財
団
に
能
代
市
朴
瀬
字
宇
藤
台

190番
地
６
白
神
ウ
イ
ン
ド
合
同
会
社
能
代
山
本
広
域
風

力
発
電
所
の
機
械
、
器
具
等
を
追
加
す
る
変
更
登
記
申
請

に
係
る
動
産
に
つ
き
権
利
を
有
す
る
者
、
差
押
、
仮
差
押

又
は
仮
処
分
債
権
者
は
、
本
日
か
ら
32日
以
内
に
権
利
を

申
し
出
て
下
さ
い
。

令
和
８
年
２
月
３
日
秋
田
地
方
法
務
局
能
代
支
局


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